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カウンセリングのお作法 第 47 回 

ＣＯＮ 

Counseling Office Nakajima 

カウンセリングオフィス中島 中島(水鳥)弘美 

～ 支援の記録について⑸ ～ 

初回面接終了から二回目面接 

 

支援を順調にかつ効果的に進めるために、何についてどのように記録を残すかの五回目

です。 

今回は、初回面接終了後から二回目の面接に関する内容について、話します。 

 

面接と面接のあいだに起きた動きを記録 

初回の面接終了後、担当者は、関係機関に紹介礼状を送り、来所の報告連絡をします。

すると、先方から再度、その後の情報などをいただくことがあります。たとえば、医療機

関から、本人の状況の変化に応じて、診療情報が追加されたり、学校関係者の場合は、学

校側が把握したご本人や家族、友人やクラスについての「最近こんなことがありました

よ」の情報、さらに、本人に関係する今後の学校の予定や行事などを教えていただいたり

することもあります。 

これらは、二回目の面接を行うときに役立つ情報などでもあります。 
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関係機関と家族とカウンセリング機関三者の情報共有 

情報の共有は、来所されたご家族から、病院の先生や学校の先生がカウンセリングの担

当者に、「〇〇と伝えてください」と言われたなど、紹介者から伝達事項があったりする

場合もあります。 

このように何か変化があれば、最新の情報を記録します。相談に来られている家族、関

係機関、カウンセリング機関の三者が常に最新の状況を把握することが、協力体制の強化

につながります。関係者からの情報を含めて、全体の動きをつかみながら、支援をしてい

きます。 

家族からの事前情報 

二回目の面接を待ちきれずに、ご家族から電話やメールで、何等かの連絡が入る場合も

あります。だれが、どのような内容を事前に担当者に伝え、どのように対応したのかにつ

いて記録します。 

面接前の事前情報は、ときに重要な意味を持っている可能性もあり、面接場面以外のと

ころでの家族とのやりとりについては、さらに慎重に対応し記録を残します。 

面接準備 

二回目の面接を控え、担当者は次の面接をどのように進めるのかについて、計画を立て

ます。初回面接の内容をふりかえり、その後の最新情報を整理し、聞き洩らしている内容

はないかなど、点検を行います。そのうえで、今後どのような方向で支援をしていくのか

について、いくつかの仮説を立てます。二回目の面接の中で新たな事実などが語られる可

能性、予測できない事態も多いなかで、さまざまな可能性を想定します。 

特に、ご家族それぞれのメンバーと信頼関係を築くことができているのか、ジョイニン

グについてが、重要です。一度お会いしただけでは、すべてを把握できていない可能性も

多いため、来所のモチベーションについては慎重に把握することが重要であると考えま

す。 

二回目の面接の記録 

ご家族が来所されました。まずは、来所されたときのご家族の様子を初回面接の時と同

様に確認します。前回と何か印象が異なると感じたことや気がかりなことなどがあれば、

記録します。 
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入室をすすめ、あいさつをしながら、こちらから紹介者とのやりとりや紹介礼状につい

ての報告をご家族にします。ご家族からも紹介者について様子を知らせていただきます。 

担当者が、来所メンバーそれぞれにあいさつを済ませたあとは、二回目の面接の流れに

ついて説明して、本題に入っていきます。 

冒頭に語られる内容に注目する  

家族が話をするにあたって、面接の冒頭でどんな話題が語られるのかに注目します。家

族がもっとも関心を持っていることが最初に語られる可能性があるためです。初回面接以

降の家族のできごとや、ご本人の様子などの動きを把握します。 

誰が語るか主語を明確に記録 

誰がどのようにこれまでの家族のことをまとめて語るのかに関心をもってきかせていた

だきます。それぞれの家族のいつものパターンを確認しながら、また、前回の面接のとき

に示していた課題についても報告を受けることになります。 

語られた内容を記録に残すときのポイントは、主語を明確にすることです。誰が「〇〇

〇〇〇」と話したと書き記します。 

記録例、父が〇〇〇〇〇と言った。 F said ……… 

その記録から、父が一番初めに話したことがわかります。家族のなかでだれが話したの

か、次に誰がアクションを起こしたのか、家族の舵取り役は誰か、そこから、ご家族のい

つもの習慣化されたルール、家族構造などを理解することができます。 

事実出来事を明確に聞き取り記録 

〇〇〇〇〇の内容は、事実、何が起こったのか、何があったのかの出来事を記録しま

す。「子どもは、〇〇のような感じでした」とあいまいな表現で語られた場合は、要注意

です。 

そのように感じた、そのときの感情や思いをさらに重ねてきかせていただきます。そし

て、その感情とともに、出来事そのものについて、何を伝えたいと思っているのかを想像

しながら、明確な内容を確認してから事実を把握し、記録をします。 

何があったのかについて、だれがどのように語るのか、内容と文脈を記録します。 


